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３１ 
ＤＯに誘リ|される英語動詞群の意|Ⅱ:分析
伊藤幸一
はじめに
幼児でも，五体満足であるならば，手足はＭ１に動かせ，いくら「落ち論き
がない」と叱られても，はしゃぎ'''１る゜身体は動くようにⅡ|来ているのであり，
そうしない方が異術なのである。
しかし知識の蓄蔵と共に思考が発達し，｜回1りのことを老Md〔できるようになる
と，つまり物心がつくと，いわゆる学習による所が火であろうが，落ち論きが
Ⅱ}て来て，そのようなことがなくなる。意識して，あるいは意図を以って行肋
するようになったからである。そこで，行吻によってMA考が判断され，わけの
分からないことをやっていると，「何を考えているんだ」と疑問視され，非雌
される。
ク〔１１識や思慮分別があると，なかなか行動には||}られず，優柔不lUiになりがち
であるが，それでも刹那主鑓的に，すぐ行動という軽OlIi瀞iMjな人もいる。良く
言えば，前者は思索・]111論派で，後者は行動・実践派であろうか。考えると行
動１１kとれず，行動すれば|幽考は働かず，頭脳と肉体は，そのような関係にある
ように思われる。一力にｌＩｉｌることのないバランス悠覚が必要であろうか。
水稲は，このような背jj(において，行動に関し「為す」とか「成す」で表わ
される遂行・成就等にかかわる英語11M)詞表BAを怠味分(）Tする。「小手・ﾉ1Aか
ら述想される」動詞群の表わすﾉﾊﾞ本的所作・動''1;等に端を発する，いわゆる肉
体行動だけでなく，言語行肋も含まれる。無言で行動する場合もあるが，お喋
りは付きもの，ときには百語行動だけが''111ｍとなることもある。
便宜的表現を)}]いて『0M人的』『社会的」と大きく分緬するけれど，まず全
般的な流れを述べた後，そ;}しぞ州111解し易い，祝覚的な物llli的変化をもたら
すことから考察する。変化，つまり今迄とは違ったものを求めることは進歩で
あり，良いとする風潮もあるが(1)，そうであろうか。また，どんな行動であれ
creativ〔,あるいはI)roductivcであることが求められるけれど，やはり，そ
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れで良いのであろうか。しかし，少なくてもnegativeではなくＩ)ositiveな
ものを想定して，どちらかと言えば，むしろ抽象的な表Ｊ１・意味へと分｛)Tは|イリ
かう゜
'''１１人的
初めに，行動にＩ)Uし，底流となる全般的流れから考察してみよう。（ii1をする
にしても，まず姑めなければ，取り卜l･〈ノルもない。
＜ＢＥＧＩＮ・ＴＲＹ・ＥＸＥＲＴ＞姑めるの意でﾉＭ)一般的な表現はＢＥＧＩＮ
であろう。上手くﾀｲIめられれぱ，既に，もう，半分，成就したも同然である。
熟練を要することに関して初心者は，この表現をｌＩｌＤて|〕cginncrとllfばれる。
ＳＴＡＲＴは瞬llIl的に，今迄とは別の行助を取ることをiljiiilMしている。」し体的に
は，その場を離れ，１１１発することにも適川される。
人生を旅，それＭ１)旅に惑えることがあるが，船が進らJ1LrIIi動をlYlめるiiij，
初めて水に接すべく，陸から柵るように進水するＬＡＵＮＣＩＩや，後に，船l(（
すぺく111板に荷をit!(んたり，人ﾉ(が乗込ｔｆＥＭＢＡＲＫも(''１間に/川えられるだ
ろう。形式ばつた，あるいは文語的表ﾘ』として，ｉｌｌｌｌｌｌｉ段「lwi《す象，１１ﾙれがまし
く別の|止界へ入って行くことを'11;示すろＣＯＭＭＥＮＣＥあるｖｌＮＡＵＧＵ‐
RＡＴＥが挙げられる。今迄知らなかったことに誘い，初歩の手ほどきをｊ１Ｍ１１
させるＩＮＩＴＩＡＴＥもある。
「さず始める」と言っても，火は，それがＩＩＩｊ題なのである。上手くやれるか
どうか，あれこれ考えていると，二の足を踏み，ｌh洲せざるを得なくなる。進
取の気性がなくても「案ずるより廠汀が肋し」で，やって残れば災いのかもし
れない。
紡染は考えずに，ともあれ，試しにやってゑるのがＴＲＹである。ルヒも一般
的な表､Aであろう。誰もやっていないことならば，試行錯誤も致し力ない。文
語的表l〕LのＥＳＳＡＹ；し挙げて:1sこう。攻雄をtllけるように，巡ってのＡＴ‐
ＴＥＭＰＴもある。ことによってはｉｌｌｌｌＩＩｉ刀端怠りなく，途''１でlこめて，未遂にな
ることもある｡ﾛﾙﾐ心を以って,危険なことに思い切って挑むのがＶＥＮＴＵＲＥ
であり，自信のないことに対しても，、]気を以って大Ilu果敢に収組むのが
ＤＡＲＥであろうか。遂行を引き受け，論け合うＵＮＤＥＲＴＡＫＥもある。
？'「を為そうとする気持が強く，厄介でＩ)努力を統けるＩ９ＮＤＥＡＶＯ(Ｕ)Ｒは
「為せば成る」といった感じであろうか。更に，：iYflj11するのはＳＴＲＩＶＥであ
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ろ。これと，更に枕烈な足扱く・腕くのＳＴＲＵＧＧＬＥは，他との競争も|晴示
するので，ここで挙げるのは'''1題なのかもしれない。
ここで，行動の際には，それなりに持続する努力が必要であることが分かる
けれど，それを明確に意味する表現もある。肢も一般的表現としてはＷＯＲＫ
で，精神的にも肉体的にも，桁一杯努力することである。弛まず汗水垂らして
励むのがＬＡＢＯ(Ｕ)Ｒで(2)，文語的表現として，′|[)･を折るＴＯＩＬも挙げられ
るだろう。ついでながら，これらの表現はどれも，苫し象ながら骨折って進む
ことも意味する。当然，ある'1標(地点)に向かってであろう。途中で「何故に
こんなことを」と思うときもあろうが，何をするにしても持てる力を充分発抑
し，尽力奮闘するＥＸＥＲＴは，人間の其の婆であろうか。
ところでＥＸＥＲＣＩＳＥも，持てるものを充分働かすことに適用されるが，力Ⅱ
えて，定期的に繰返し，ｌﾉl在する能力を引きl[化鍛えることをも意味する。特
に手足を用いての述動だけでなく，知的なものにもあてはまる。同様にして，
頭でtlleoryばかり考えていないで，実践するのがＰＲＡＣＴＩＳＥである。繰
返し行なうことで習慣となり，仕事にまでなるか。習うよりも慣れることで，
完雌なものが１１{来_[Zがる。六あけのドリルの力Ⅱく，同じことを繰返し，肉体が
覚えてしまう程に，たたき込む猛訓練はＤＲＩＬＬである。肉体だけでなく，知
的なことに対しても，体系だてて行なうＴＲＡＩＮが，また，これに加えての
緒神的修業にはDISCIPLINEが適用される。
それなりの知識や技術が身につくと，それだけで，充分何かをやったことに
なるだろうし，後述のように，何かを得ることになろう(3)。また，いざという
応)Ⅱ段階では，それなりのＵＩ１けとなるはずだし，Ｕ､けとしなければいけないだ
ろうか。ここで，より』し休的な意味での実践を考えilQ[しても良かろう。
＜Ｇ０．，０．ＣＯＭＰＬＥＴＥ＞考えているのではないル実践するんだ，とい
うことになると，ジッとしていないで，まず手足を助かすことが先決であろ
う(`)。｜:１分自身にも|Ⅱ|りの人にも，「何かやるゾ」と思わせしめる。とにかく
立ち上がって休勢を雛え，一歩でも歩を進めることではなかろうか。
その場を離れて，気合いを入れて，何かをするとなればＧＯである。どこか
へlri]かつて進むことを意味する肢も一般的な表現であろう。暇ごいをするまで
もないけれど，その場を離れることを強調するのがＬＥＡＶＥである。手''１に
あるものならば手離して，そのまま後に残すことになる。ＱＵＩＴも同様な意を
もつ。形式ばつた表現としてDEPＡＲＴが挙げられるが，計画を練った後，つ
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まり，どこか目的地にlhlかって出発することである。保守的な常軌からの逸脱
をも意味するが，副「を為すことの裏側を暗示しているのであろうか。
１１１発した後，ある｢1的(地点)に向かって前進するのはＡＤＶＡＮＣＥであり，
熟練への課程において，初心者が進歩・上達して-12級者になることを述想させ
る。荘漠たる平原を行くが如く，それなりのロ的(地)はあるが，昨日よりは今
日，今日よりは明日とiiil逃し，進歩するのがPROGRESSである。PROCEED
は，一連の行動過程において，更に前進することを強調している。方向性をも
たない単なる移動はＴＲＡＶＥＬであることを，ついでながら記しておこう。
ここまで来ると，核心に迫らざるを得ない。意図を以って行動を取っている
ことを意味する最も一般的な表現はＤＯであろう。水稲のタイトルの一部とし
て借用される程,包括的かつ代表的表現である。形式ばつた表現にＰＥＲＦＯＲＭ
がある。行動の過程には，視覚に訴えるような，それらしい形式が存在するこ
とを物語っているのであろうか。人生を芝ﾊ!;に畷えるまでもなく，各人，社会
における立場や人ｌｉｌ１関係において，なんらかの役を減じているのである。これ
らの表現には遂行だけでなく完遂の意も含まれるが，特にそのことを誠調した
表現もある。それなりの能力を以って，計画通りに遂行・成就するのがＥＸＥ‐
ＣＵＴＥであろうか。
それなりの能力も努力も存在するのであろうが，それよりも，しかるぺき紡
采・効果をもたらすことを強調しているのがＥＦＦＥＣＴである。請け合ったも
のをlU1がりなりにでも,一応,満足いくように果たすFULFILL,－ＦＩＬも挙げ
ておこう。努力の結果，窓図したことを完遂・迷成，特に，多技多芸を述想さ
せるのがACCOMPLISIIである。首尾よく完遂，努力の持続ばかりでなく，
能力を駆使して休業を達成するのがACIIIEVEで,学力に関しても適川され
る。
ただ為し遂げるだけでなく，完成に当たっての仕上げを強調している表現が，
いくつかあるので挙げておこう(`)。一応，欠けた部分がない，文句のつけよう
のない状態に仕上げるのがＣＯＭＰＬＥＴＥで，更に，ｌｌ１し分ない上に素Ｉｌ１ｉしさ
の力Ⅱわった状態にするのがPERFECTで，真に，しかるべく仕上げるのが
FINISHである。
これで行動は完了になるけれど，意図通りに?llFが)H』んだかどうかは別にして，
それを強調する表現も，ついでながら挙げておこう。股も一般的なのはＥＮＤ
であろう。目的が果たされていてほしいとの願いが込められているのであろう
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か。jOI間などを区切ることを)Ｍ１させるのがＴＥＲＭＩＮＡＴＥである。開かれ
ていたドアを閉じるようなのがＣＬＯＳＥであり，一応の$iliびの言葉で終らせ
るのがＣＯＮＣＬＵＤＥであろう。それぞれ，意図が果たされた以降のことなら
ば望ましいだろう。
＜ＲＥＡCII・ＧＥＴ＞ある場所を離れて，それなりのロ的(地)を目差して
iiij進すれば，ある段階から，ｉｉ１逆という概念が介在してくる。肢も一般的な表
BAはＲＥＡＣＨであろう。手を(111ぱして意図するものに触れ，手中にする，と
いっても，遠くに離れているものならば，移動しなければ行なえない。ＧＡＩＮ
にも，その意があるけれど，むしろ努力の果てに，迎も手伝って，しかるべき
']的を達し，何か望むものを狸１１)，あるいは｣1迷することを意味すると見る力
が【Ｕｉ当か。同様だけ》しど，それｲ||応に得るのが|(I雌な，素暗しいことが対象で
あることを強調しているＡＴＴＡＩＮも仲'１{1に力Ⅱえられ得る。ついでながら
ＯＢＴＡＩＮになると，遡あるいは他の人のお陰で，もたらされる場合もあるよ
うだが，むしろ手に入れることを強調しており，この後に記した力が良いだろ
うか。
到達の意味も含めてＧＥＴは，結果として何かを狸｛()することを強調する肢
も一般的な表nAであろう(0)。勝負などの結果によるのがＷＩＮであり，ｆｌ:水垂
らした挙句はＥＡＲＮである。蛾１１(を用いて必柵lllを調達，といった趣きの
ＰＲＯＣＵＲＥもある。安全に他から確保されるのがＳＥＣＵＲＥであろうか。ゆ
っくりと満実に独得されたり，身につくのがＡＣＱＵＩＲＥで，既述の絶えざる
地道な訓練による技術等をXM1させる。
折角何かを始めても，途''１放爽してしまったのでは，何をやったか分からな
い。それでも何かを得られる，と言うかもしれないけれど，為し遂げて完了と
したい。感激と共に，何かをｲﾘることになろう。為し遂げたという満足感か，
それとも充実感か，｜:1偏といった以降の行動の'1,(となるようなものであろうか。
''１途半端よりは，経験として，！》かな人間'111を｛()ることにはならないだろうか。
以上，行動に関して，個人的側ｉｉｉを強調して考察して承た゜
社会的
既に述ぺたように，ｌ:|分が1ＥＩＩくことから実践行動は始まるけれど，力Ⅱえて，
｢I常生活は，まったくのひとりで営まれることは稀で，回りの何かに作)}}し，
動かすことにもなる。lillりには人もいるし，物もあり，状況もある。そちらの
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0111iiiに注目し『個人的』に対してｒｉｌ:会的』とＩＩ１ｌＩ９Ｋ的にⅡ'んで，考察し1111Lて
ゑよう。
＜ＭＯＶＥ・ＣＨＡＮＧＥ・ＩＭＩ〕ＲＯＶＥ＞まず場所,位１７tの移動の変化に照iVl
を合わせることになる。肢も一般的な表､AはＭＯＶＥで，広い意をもつ(7)。大
きな動きではないけれど，容易に動かせるものに対してはＳＨＩＦＴが適川され
るか。これをしないと無簸だとか，意気地なしだとか，反iili，度を越すと，落
ち汁きがないとか言われかねない。ＵＩｉ難の隔たりを感じさせることもあるＲＥ‐
ＭＯＶＥは，特にﾘ|越しなど，移lIiiiを述想させる。元の場所から言わせれば，
除去ということになるか。形式ばつた表ＪＬにＴＲＡＮＳＦＥＲがあり，あちらか
らこちらへと移し換えのiiii後をiliii調する。
これらの移動にUllしても適)'1されるけれど,どちらかと言えばＣＩｌＡＮＧＥは，
変化，つまり差異を生じさせることを強調する肢も一般的でかつ広い意をもつ
表UAである。ＡＬＴＥＲも場所の移動を含むが，どちらかと言えば，表iiIi的な部
分的変更を強調する。状況に応じて，（Miかながら多嫌に変化するのがＶＡＲＹ
であろうか｡逆に,極端なものをW,!良く修正するＭ()ＤＩＦＹもある｡ＣＯＮＶＥＲ'１，
は改宗を，すぐに述想させるが，新たな状況変化に対して，有効に転換を計る
ことを強調していると考えて良いか。
形式ばつた表現であるが，質を含めた全休像の変化にかかわる表1Mも，いく
つか存在する。ＴＲＡＮＳＦＯＲＭ，－ＭＵＴＥ，－ＦＩＧＵＲＥ，－ＭＯＧＲＩＦＹは，
それぞれ，生物的変態，純金術的変成，形而｣ﾆ的変貌，施術的変身等，特殊な
変化を意味する。
ＩＩＩＣに，新しい状1M変化に対して，」二手<機能すぺく適応を意味する表BAも几
つかるけれど，iii!(Ｉｌｉ的な適応はＡＩ)ＡＰＴであろうか。｝111分的に，（M(かにiil,１１縦
しての順応はＡＤＪＵＳＴである。ともあれ，結果として，調和のとれた1ＭNに
適合させるのは，一般的にＦＩＴであろうか。米I]語ではＦＩＸにも孤似した;窓
があるが，破扱したものなど，上手く機能するように雛Mi・修理する恋もある。
ここで破損・欠捌など，竣れたりして機能を果たせなくなったものを，然
るぺき状態に直すことをU1雌に意味する表1Mもある(8)。股も一般的な炎DAは
ＭＥＮＤである。fIH物にも適１１'されたり，改良の窓もあり，誤りなどにも適川
される。過ちを改めるに遅すぎることばない。ＲＥＰＡＩＲは少しばかり，大(|：
'1}けだったり，複雑だったりで，：ＶＮ１１ｊ的な技術も必要とされるが,ＰＡＴＣＨは
火Ｈ１部分に小片をあてがって，つぎはぎすることであり，パッチワークを述想
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させる。
ここで気づくように，しかるぺき状態にするということでは，欠点や誤りな
どを改めることも含まれるだろう。怨幣など，誤りや欠点を鰯正するのは，形
式ばつた表現のＲＥＣＴＩＦＹであろうか。同様にして欠点・欠陥に対しては
ＲＥＭＥＤＹである(，)。改めるi怠のＡＭＥＮＤも仲'''１として力Ⅱえて良いか。しか
し，これと，全体的には良いのだけれど，部分的に，Ujらかな誤りを訂正する
ＣＯＲＲＥＣＴは，改訂の意もあるＲＥＶＩＳＥなどと一緒に，文書・文章・文
字に関しても適用ざれあ。
一方，全体的に問題なので故ili・改革することをijMi洲するＲＥＦＯＲＭとな
るとRE-FORMつまり，Ｗび新たに作り変えることにもなりかねない(10)。」し
体的''１１越点はないけれど，更により良くするために改良・改善することに対し
てはＩＭＰＲＯＶＥが適川される。部分的に補強・足iliして，より高いレヴェル
Iこり|き｣弓げるべく，進歩･」:進を計ることであろうか。１二I語的表現にＢＥＴＴＥＲ
があり，同様に，全般的|AI上を意図する。
＜ＭＡＫＥ・ＢＵＩＬＤ・ＦＯＵＮＤ＞直すとか改めるとか，ということになる
と，以前の状態を全く想起させない程の変化が起きている場合があることは)ｈｌ
知の通りである。一部，記したように，それ程，徹底的ならば，新たにiill造し
たことと同じである。作ることに対して最も一般的な表現はＭＡＫＥであろう。
当然，広い意をもつ。
然るぺぎ形式をもった，つまり，それなりの|附造をもったものを作ることを
ﾘiiiiilMしているのがＦＯＲＭである。ＳＨＡＰＥは，結果として，ある外形をもっ
たものを作ることを強調している。物ごと，形をなさなければ把握しずらい。
柔らかいもの，例えば粘二上などを練って，あるいは(鉢)型にはめて形作るのが
ＭＯ(Ｕ)ＬＤであり，鍛WIi臆さんのように，｜H1い対象物を熱したり，たたいた
りで，汗水垂らして形作るのがＦＯＲＧＥである。ＦＡＳＨＩＯＮは，これらの行
渦1における，工夫された方法に注意を向けさせる。ＦＲＡＭＥは骨組糸を菰祝し
て形作ることで，対象はAll進物といった趣きも''1てくる。
ｌﾘI確に建造物,つまり各部の材料を集めて，少しずつjif実に積｣衾げて,組立て
ることを意味する表現もある。肢も一般的なのはＢＵＩＬＤであろう。特に垂ilQ：
に商〈築き上げることをＥＲＥＣＴは強調し,設立の窓もある。ＣＯＮＳＴＲＵＣＴ
は形式ばつた表現で，各部分を脳上げる際の搬然たる知的過程を強調している
か。ところで，一般的に，部,Ｈ１を集めて組立てるのはＡＳＳＥＭＢＬＥで，太だ
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的に流れ作業でのこともある。手で''１;るといっても，今なら機械によることに
なるのがＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＥで，二[場における大』,l〔生産を述想させる。そこ
で''１§られた部IW1で組立てるのがＦＡＢＲｌＣＡＴＥであろうか。
１１１;殊なものを挙げると，｜'|§詩や('１;llllをするのはＣＯＭＰＯＳＥであるが，柵成
要索のりj確なものも対象となる。例えば委員会のようなものに対して，同様な
意をもつＣＯＮＳＴＩＴＵＴＥと共に適川される。一力，非常に包括的な，’111象的
な表現を挙げると，畑から右を創造するのは神の為す業であるかもしれないが，
狐iill的なものに対してＣＲＥＡＴＥが適)'１される。jiilll'1:過程はｌｌＩｊ題としない。
同Ijiに，’１の前に以iiilなかったものをＭＩＩさせることはI)ＲＯＤＵＣＥである。
41{物的生産が第一菰であるが(１１)，ｉif菜社会では，いかに効率よく生産性を商め
るか，その行程がよくｌ１ｌ１題となる。
既に，組織立ったものを作り出すことをI1if示する表現を几い出せるけれど，
ﾘ川Ｉｉに，そのことを恋味する表現もある。まとまりのない人'''１関係に形を与え，
念lX1を以って|附成することも，ここに記して良かろう。建造物に薯えれば，土
台を蚊設し，iilM/iすることを強調すあのがＦＯＵＮＤである。ＥＳＴＡＢＬＩＳＨは
形式ばつた表現であるが，不安定状態を落ち論かせ，定満確立することであろ
うか。（ill識と存(iｿ|jを１Ｍ'1示する．ＩＮＳ'1,ＩＴＵＴＥは学術的なものを連想させるが，
設立後に関しては''１比ない。いくつかの部IMjを取り決め，上手く機能するよう
にriill通し，；{l微するのはＯＲＧＡＮＩＺＥである。
＜ｌｌＡＮＤＬＥ・ＣＯＮＤＵＣＴ・ＭＡＮＡＧＥ＞これらの過fl1を含め，以降の
存純や維持を望むならば，実践せざるを１９ないのが，人や物，あるいは状況に
対する対処や処遇である。それなりの態度で接するのはＴＲＥＡＴであり，
ＤＩ４ＡＬは商i{｝,などを扱うことで，ｉＭＩｉ光や災業に|)ＩしてはＴＲＡＮＳＡＣＴが通
)'１される。取扱うにしても，』し体的に手を連想させる表DJとしてＩＩＡＮＤＬＥ
がある。ＭＡＮＩＰＵＬＡＴＥも同様で，巧承な操作を軌剥しており，誤魔化しを
暗示することもある。
人生や行動は，とぎに，道や旅lこ祷えられるが，人/Q(の接触に関しても応用
され得る。道案|ﾉj，あるいは人を漸く際には，経験があったり，知識に型〔付け
される行動力を持っているﾌﾟﾉが説ｉＷｊがあるように思われる(12)｡同行する｣ｮに，
率先行動で先導するのはＬＥＡＤであろうか。同じく同行し，親しく知識や経
験を示しながら案内するのがＧＵＩＤＥと言えるか。ＣＯＮＤＵＣＴは，途１１１ある
私1度まで誘導し，とりしきり，後は圧せることか。｜:１分は同行せず，指図する
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のがＤＩＲＥＣＴである(１s)。ついでながら，ＩｌＩやｌｉ１などに杵えるならば，操縦を
意味するＳＴＥＥＲとかＮＡＶＩＧＡＴＥが適)１１される。
これらは当然ながら，より'１１１象的な状況にも週)１１されることは言うまでもな
い。更に，いくつか１１t要な仲'''１を(l記しておこう。ＲＵＮは?|(業や経徴を連想
させるけれど，細かなことにＩＭＩしても指示し，どうにか｣1千く取り繕らってい
くのはＭＡＮＡＧＩＳであろうか。人'''１関係だけでなく，あらゆることを千''1に
収め，思うが責主に文iii］し，操るのがＣＯＮＴＲＯＬであり，前面に立たず，裏
で工作する方がそれらしい。
ついでながら，大規樅な組織になると，トップに立ってＲＥＩＧＮしても
ＧＯＶＥＲＮはしない，つまり統率はしない場合もある。ＤＯＭＩＮＡＴＥは支配
することか。一方,思うままに独收,君臨するのはＲＵＬＥであろうか。整然と
秩序を；Ｍ:すべ<行吻を規定するのはＲＥＧＵＬＡＴＥであり，ＡＤＭＩＮＩＳＴＥＲ
は本(|:す-るはずが↑flll1するといった感じであり，見ていて，監督するのは
ＳＵＰＥＲＶＩＳＥになるだろうか。
＜ＣＯＮＱＵＥＲ・ＳＵＣＣＥＥＤ＞人が人を扱かうことになると，人'''１の尊厳
を楓なわせしめる行為ｏ行動もあるかもしれない。人'１１１は，いかに政Ｗｌ的1肋物
だからといって，許せない状況や'''１題を生ぜしめることもあろう。これらを含
めて，矛盾や葛藤や忠liIj等，１１１難を乗り越えないといけない。人間生iiliにおけ
るサバイバルのl1IjMqは，厄介で似雑すぎる(!｡。大袈裟かもしれない(ﾅれど,そ
れを打破し，征1Ｈ１するのはＣＯＮＱＵＥＲであり，文語的爽DAにＶＡＮＱＵＩＳＨ
もある。ＳＵＢＤＵＥＭｌ'間にDllえておこう。どちらかと言えば，克ｌ１ｌｌするのは
ＯＶＥＲＣＯＭＥあるいはＳＵＲＭＯＵＮＴであろうか。
これらの果てに，才能も努力い11tあってﾚｲIめて起き為ことではあるが’個
人的な企てが成功し，lV1んだことが達成されるのはＳＵＣＣＥＥＤである。孤立
しているよりも，誰かの後を引き継ぐ方が，その可能性が大きいのだろうか。
特に物I'〔的側面において，l1Zi調にMC功が続くのはＰＲＯＳＰＥＲと言えるか。動
植物の擬茂のように，１１１なる成｣とを遂げることを強調するのはＴＨＲＩＶＩｉであ
り，Iiil微なＦＬＯＵＲＩＳＨは，花なら満開で，華麗な隆廠を極めることに適ﾉﾄﾞ｜
される。社会的に成功しても，気卜|かずiこ人を＃|'し退け，（｜１１人的に何か大切な
ものを失うことがなければ，と思う。
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l《とめ
行肋には言語行111)と肉ｲｲB行１１山のふたつを｣,Lてlli(れる゜一般的には後打だけが
Jili題となるが，それでは昨IH蕗ちである。行1肋は`1,11者のjIHわれで，行IMjを見る
ことで考えていることが分かる。しかし，111るからに，いつも動的な行1Ｉｉｌｌを取
るからといって，必ずしも忠ﾃけがｉ１ｌｉ光なわ|ナではないことは，良く知る所であ
る。ＩＭＩかに，ゆっくりと流れる)||は深かったりする。ここで「分かる」と荷う
のは，表層的なことではなく，火心から真仇||に考えていることについてである。
),Ｗ；に|Ｈ１して，fmi三洲は，ｉｄ搬的に知覚できないので，↑i肋を糸l｣とすZ)ので
ある。
ネI:会l1iiiliは言語によるコミ列ニケーシミ1ソそのものであると指摘できる｛''1の
言語行ｌｌｉ１ｌに関して葛.えば，ｔ1.1.-11(している発筒は，これに当たるのではない
だろうか。しかしＴｌ・ﾊﾟﾊﾟは嘘もつけるし，誇り}iい'|来る。肉体行動にIMIしては，
いざｸ〔Ⅱらず，誠実な人でさえも，取り繕ろうことはある。また，言語的''''''1111：
ｿiLに，どっぷり減っている人は，表ｉＩｌｉ的にしか考えられず，言語だけ流れて完
納してしまう可能Illiをもつ。淵Ⅲの意味は行lIillであり，筒iili行勅の真偽は肉体
行勅によって証UIさ沁鰕iiRされることをｊＭｌ１していないのiである。
これら一見，流暢なDHI･粟も，ひとたび'１りい1''':してゑると，支離滅裂であった
り，リＵｌ埴がない故に，平気で，１１１１，髪を入れず矛)IFすることを言う。｜ｳi端な場
合は，Ｉｉ｢il時進行している筒･語↑iWlと肉体行動がjWiViすることさえある。｜｣ばか
りでは((愚性に欠ける。
つまり言行一致において|ﾘﾉめて，思考のＩＩＬ界をかい主jiLることが|||来る，と
筒って災いだろう。イ『高･央行で良い。不言実行も合まｵLる。災行の件なわない
RM論は無に等しく，尖践されて後に初めて，その考え，その人物の真Illliが兇ill〔
されるのである。しかし，これは，個人的なレヴェルの話しであり，ネ|:公的レ
ヴェル，特に現在のようなliIillli(|:会においては，極雑なことなので，ここでは
触れない。
水Wiは，前半を『0111人的』，後半を個人(Ｍ１ではないということで，（ﾘ111.1:('ﾘに
『社会的」と分賦したけれど，文法的!{A詞分xliの'１１・他ｊｍｌ１調に対応するi１１分も
ある。しかし，飽くまで怠味的な分頗であり，ｉⅡｉＩｉｉに言えば，話題の行1肋のｉｉｉ
点が111)|'|ﾐﾆ1{に圃かれるか，それとも他に，ああいは他との|)9係に燈かｵしるか，
どちらを強調するかである。それでもＭＯＶＩＥ，ＣｌｌＡＮＧＥなどに代表される
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表３Aは，Ｉｌｌ・Ｉｕ１１山詞のｉｌ１Ｉ機能を()ち，どららにも分航され｛りる1ﾘIiEIllHをもつ。
また，いくつかの別の怠り,k場と交差するけれど，どこまで筒.及し，扱うべきか，
別の機会に述べることにしよう。
毎[|の忙しさにかまけ，情|'|:に流され，停止していた),U(考が，ふと’ｌ覚め
「こんなことではいけない，何か，しなければ」と思い立ったとでも想定して
段たら，水稲の論旨は，把掘し易いかもしれない。とにかく{iilでも良いから始
めてjkよう。しかし，今の411活を変える勇気も冒険心もない。遠くから凡てい
ると，ﾚﾘﾘ立った１１１でも，近くに行って登り始めると，絶えず厳しいX茂り坂ば
かりではなく，のどかな平らな所もあることに気づく。iiUi一杯の努力をしてみ
よう。｜]頃，lrIHfにして，知的にも肉体的にも，持てるﾉﾉをリ|きIIL，養って
おく必要もあろう。ざすれば意欲も湧いてくる。
考えていないで実践するのである。身体は動くように|Ⅱ来ているのだから，
iii巡するのは，いともlliliiであろう。いつもの場所を離れるだけでも'１１:界は変
わる。能ﾉﾉも必要であろうが，そのうち，いつしか到達点に近づき，意図する
ことも成就できる。ilhiiiE点lMiも必要か。それによって('1かを平に入れ，（|Al人的
には豊かになれるのではなかろうか。
’二1分が!Ⅱくことで，lnlりにも影響が|{'てくる。まず，移吻や変化をもたらす
ことになるか。新しい状Jilに対する適応や，然るべくiIIしたり，改めたりもあ
る。余りの大変化ならば，新らしいものを作ったも同然である。形作ったり，
組立てたりもする。
これらは人'''1関係に関してもあてはまる。今迄の人lll111L1係を作り変え，然る
べく移吻させ，先導することにもなる。複雑な人間関係を光11Ｍして，始めて成
功を収める。ド|:会的成功は，結果を見て言うのだけれど，途''１の１１１人的なこと，
つまり，どのように考え，どのように行動したかも放要である。社会(Iり成功と，
個人的蝋かさを↑()ることとは別のことであり，一致しないことがある。
」ql1解を促すぺく，具体的英語表現は言及せず盤Il1し直してみた。誤解はない
か，過lliiはないか，論旨に矛盾はなかっただろうか。ドIliﾉlLしなければいけない
部分もあろうが，またyllの機会に委ねよう。
）王
（１）ここで,Uい浮かぶArollingstollcgathersnomossの解釈は,災.米語で異な
るとI｣,,く゜例えば，米語では憐職は才能の証しであるが,災諦では，さほど好意
的にはiilAIUiされない。
（２）「案ずるより産むが易し｣で始めてもＬＡＢＯ(Ｕ)Ｒや,このIil1llMの文語的TRAVAIL
￣ 
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はlhli病の意もあり，「産む」こともまた，大変な労苦であることが分かる。
最近は何でも「学校」があって教えてもらえる。そして先生の前では川来ても，
ひとりだと１１１未なくなる人がいる。思考が働いていないのであろうか。何ごとで
あれ「自分なりの)ｉｉｉ」を会得しなければ，その窓義はない。
ＭＯＶＥを前及すべきかもしれないが，後の『社会的小C考察する。「物]H1的!〃ぎ
に１１Ｉする」とでもlWiぺる意味場で別途に論じるべきであろうことは，llCに折摘し
たことがある。簡舗行動も行動の一部であることを示唆しているのであろうか，
すぐ･後に言及するＡＤＶＡＮＣＥと共に意見の提|Ⅱをも意味する。
洗練，精巧，俊英などを述想させるＲＥFINE，ELABORATE，POLISII等は
隣接する'''''１１であろうか。
既にＧＥＴは「I小手・足から述想される」動詞として考察したことがあるが，
人を介しての「物の移動に関する」恋味｣ﾙで，更に論ずるべきであろう。
MOVE,ＴＯＵCII,ＳＴＲＩＫＥ等，快い「Wi神的変化を述他1させる」動詞群の一部
も，ここに力Ⅱえられ得るだろう。ＭＯＶＥに関しては注（４）L参照されたい。物
理的変化ということになると切旧i，分{l{11,接介などの窓味賜が見え隠れする。
ＷＯＲＫ,ACT,ＦＵＮＣＴＩＯＮ,OPERATE等，機能するの窓をもつ一巡の炎現
がある。RESTORE,ＲＥＮＥＷ等「Wiｲ''１的変化を述111させる」動詞群の一部も，
ここに力Ⅱえられｲﾘるか。
ＨＥＡＬ,ＣＵＲＥ,ｿﾘの意で後述するＴＲＩｉＡＴ郡もここに力Ⅱえられ｛()ろだろう。
REI〕UIL、,ＲＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴ竿，（ｉｌ１ＩｌＩに加えられ｛りる。
ＧＥＮＥＲＡＴＥ,ＰＲＯＣＲＥＡＴＥ,ｌ)ＲＯＰＡＧＡＴＥ,ＲＥＰＲＯＤＵＣＥ,ＢＥＡＲ,ＢＲＥＥＤ 
ＥＮＧＥＮＤＥＲ,ＢＩ１ＧＥＴ等も生物に０４Iする表現である。
先頭を切って行動を取らないならばＦＯＬＬＯＷになるかも，おとなしく行儀よ
くする意の】〕EllAVE,ＣＯＮＤＵＣＴ等を連想させる。
I)ro〔lucer,（Ⅱrector,maIIngerはiji)!Ｉ，放送等の関係渦であるが，災・米語では
その立場が，凡そ異なるとlln〈。この近辺の表現だけでなく，本稿全般にわたっ
て，このように接尼辞を付けるなりすると，職梁，立｣9，jiijLなどを恋味する表
現が多い。気付いて承れば，そうあって然るぺぎであるが，そこからのアブｍ－
チも有意義であろう。
IMjう，競うということではＦＩＧIIT，CONFLICT，ＣＯＭPETE，ＣＯＮＴＥＮＤ，
CONTEST等，災に，勝利ということではDEFEAT,BEAT,別の窓でiiI述し
たＷＩＮ等，ｶﾞﾘの恋ﾘﾄﾞ腸に凪するとして‘別途に論じる方が良いように思われる。
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